
エゾマツオオアブラムシ

アカエゾマツなどトウヒ属の幼木や若い木の幹や枝につくアブラムシ．茶色で複雑な斑紋がある．翅（はね）のない成虫は体長

約2.5mm，翅のある成虫は体長約3mm弱．寄生された木はたいてい土で覆われ，その下にアブラムシとアリが共生している．

しばしば多発する．

１．エゾマツオオアブラムシ（中央）と捕食性天敵の

ヒラタアブの１種の幼虫（上下の２頭）．

1995/6/19．厚真町，アカエゾマツ．

【学名】 Cinara bagdanowi ezoana

【分類】 カメムシ目（Hemiptera），アブラムシ科（Aphididae）

【分布】 北海道；サハリン．

【特徴】

トウヒ属の幹や枝には他にクロオオアブラムシ，ホリオオアブラムシ，エゾアメイロオオアブラムシ，コナフキトビイロオオア

ブラムシが寄生する．前３種の翅のない成虫は大形で，体長が3.5mm以上ある．コナフキトビイロオオアブラムシは白粉が目立

つ．また，これら４種では寄生部位が土で覆われることはないようである．

【生態】

宿主：トウヒ属（エゾマツ，アカエゾマツ，ヨーロッパトウヒなど）．

卵越冬．春早く孵化し，秋まで加害を続ける．年５～６世代．主に幼齢木を加害する．

トビイロケアリなどのアリ類が共生する．アリ類は土などでアブラムシの隠れ家（土莢＝どきょう）を作って保護する．
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【被害と防除】

アカエゾマツ人工林で木が小さいときしばしば多発する．被害により木が枯れることはないといわれているが，成長が低下す

る．また，道東のように根雪の遅いところでは寒害，風害，霜害にかかりやすくなるとされている．樹高が2mを越えると発生し

なくなる．

造林地で駆除が必要と判断される場合はエゾマツ造林地のアブラムシ用の農薬を用いる．農薬は取扱説明書に従って使用するこ

と．
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「写真１」 原秀穂，北海道立林業試験場，1995．
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